
西 原 町 議 会 だ よ り（13）第 ５ 号

過　
去　
三　
年　
間　
の　
超　
勤　
手　

当　
と　
労　
組　
と　
の　
協　
定　
書　

関　
係　
が　
結　
ば　
れ　
て　
い　
ま　
す　
か　
伺　

い　
ま　
す　
。　

総　
務　
課　
主　
幹　
　　
過　
去　
三　
年　
間　
の　

超　
勤　
手　
当　
の　
総　
額　
に　
つ　
い　
て　
、　

平　
成　
九　
年　
度　
が　
六　
、　
一　
一　
八　
万　

五　
千　
円　
、　
平　
成　
十　
年　
度　
が　
六　
、　

一　
四　
四　
万　
四　
千　
円　
、　
平　
成　
十　
一　

年　
度　
が　
六　
、　
一　
六　
六　
万　
七　
千　
円　

で　
す　
。　
労　
組　
（　
職　
員　
）　
と　
の　
話　

し　
合　
い　
は　
な　
さ　
れ　
て　
お　
り　
ま　
す　

が　
、　
特　
に　
超　
勤　
問　
題　
に　
つ　
い　
て　

の　
申　
し　
合　
わ　
せ　
事　
項　
、　
い　
わ　
ゆ　

る　
協　
定　
自　
体　
は　
ま　
だ　
結　
ん　
で　
お　

り　
ま　
せ　
ん　
。　

坂
田
児
童
館
建
設
に
つ
い
て

坂　
田　
児　
童　
館　
建　
設　
購　
入　
予　

定　
地　
の　
用　
途　
ま　
た　
は　
、　
地　

目　
、　課　
税　
評　
価　
額　
を　
伺　
い　
た　
い　
。　

数　
字　
的　
に　
お　
答　
え　
で　
き　
な　
い　
な　

ら　
、　
宅　
地　
課　
税　
か　
畑　
課　
税　
の　
ど　

ち　
ら　
で　
す　
か　
。　

税　
務　
課　
長　
　　
用　
途　
と　
し　
て　
は　
市　

街　
化　
調　
整　
区　
域　
に　
入　
っ　
て　
い　

て　
、　
地　
目　
は　
台　
帳　
地　
目　
は　
住　
宅　

地　
、　
現　
況　
は　
そ　
の　
他　
雑　
種　
地　
で　

す　
。　
課　
税　
評　
価　
額　
は　
地　
方　
公　
務　

員　
法　
第　
三　
四　
条　
並　
び　
に　
地　
方　
税　

法　
第　
二　
二　
条　
に　
基　
づ　
き　
守　
秘　
義　

務　
が　
な　
さ　
れ　
公　
表　
で　
き　
ま　
せ　

ん　
。　
毎　
年　
の　
国　
の　
地　
価　
公　
示　
に　

よ　
る　
と　
坂　
田　
保　
育　
所　
周　
辺　
の　
一　

平　
米　
当　
り　
単　
価　
が　
六　
万　
八　
千　
七　

百　
四　
十　
円　
で　
坪　
単　
価　
二　
二　
万　
七　

千　
三　
百　
円　
と　
い　
う　
こ　
と　
に　
な　
っ　

て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
児　
童　
館　
は　
補　
助　
事　
業　

を　
導　
入　
し　
て　
の　
建　
設　
計　
画　

は　
で　
き　
な　
い　
の　
で　
す　
か　
。　

福　
祉　
課　
長　
　　
少　
子　
化　
対　
策　
特　
例　

交　
付　
金　
の　
事　
業　
を　
児　
童　
館　
建　
設　

の　
費　
用　
に　
充　
て　
る　
も　
の　
で　
す　
か　

ら　
、　
二　
重　
の　
国　
庫　
支　
出　
の　
事　
業　

と　
い　
う　
こ　
と　
は　
で　
き　
ま　
せ　
ん　
。　

今　
回　
特　
例　
交　
付　
金　
の　
費　
用　
で　
事　

業　
を　
執　
行　
し　
て　
い　
く　
こ　
と　
に　
な　

っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

公
共
工
事
の
発
注
に
つ
い
て

今　
年　
の　
九　
月　
に　
町　
長　
選　

挙　
が　
あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
四　

年　
前　
に　
公　
共　
工　
事　
の　
発　
注　
の　
あ　

り　
方　
に　
食　
い　
逃　
げ　
発　
注　
と　
か　
の　

言　
葉　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
町　
長　
は　

今　
年　
度　
の　
事　
業　
の　
工　
事　
計　
画　
の　

発　
注　
に　
つ　
い　
て　
ど　
の　
様　
に　
お　
考　

え　
で　
す　
か　
。　
選　
挙　
後　
に　
再　
任　
さ　

れ　
て　
か　
ら　
発　
注　
す　
る　
の　
か　
、　
任　

期　
期　
間　
だ　
か　
ら　
九　
月　
に　
お　
い　
て　

も　
随　
時　
工　
事　
を　
発　
注　
す　
る　
の　
か　

お　
聞　
き　
し　
ま　
す　
。　

町
長
　
当
該
年
度
で
予
算
計
上

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
着
手
し
て
竣

工
す
べ
き
だ
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
お
り
ま
し
て
、
原
則
継
続

し
て
発
注
も
す
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
。
た
だ
事
に
よ
っ
て
仮

に
こ
れ
か
ら
入
札
を
付
す
時
間

的
な
余
裕
が
あ
れ
ば
、
選
挙
の

結
果
を
受
け
て
都
度
判
断
し
た

い
と
、
原
則
は
継
続
す
る
と
い

う
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
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町　
有　
地　
管　
理　
処　
分　
検　
討　
委　

員　
会　
・　
用　
地　
取　
得　
計　
画　
検　

討　
委　
員　
会　
が　
予　
算　
化　
さ　
れ　
て　
い　

る　
が　
、　
現　
在　
の　
設　
置　
状　
況　
、　
委　

員　
会　
は　
開　
か　
れ　
て　
い　
る　
か　
。　

町
長
　
現
在
、
町
有
地
は
か
な

り
の
地
域
に
散
在
し
て
お
り
、

一
般
住
宅
か
ら
雑
種
地
ま
で
あ

る
が
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
町
有
財
産
の
有
効
活
用

と
、
他
の
公
共
用
地
の
取
得
に

充
て
る
為
の
財
源
の
確
保
と
、

両
面
か
ら
検
討
す
べ
き
と
の
考

え
か
ら
、
各
委
員
会
の
委
員
の

報
酬
等
を
予
算
計
上
し
て
お

り
、
現
在
委
員
の
人
選
中
で
、

固
ま
り
次
第
発
足
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

図
書
館
建
設
計
画
の
進
捗

状
況
を
お
聞
か
せ
願
い
た

い
。

町
長
　
基
本
計
画
は
既
に
策
定

済
み
で
、
生
涯
学
習
課
の
中
に

係
長
以
下
２
名
配
置
し
て
、
具

体
的
に
建
設
計
画
取
り
組
み
を

さ
せ
て
い
る
。
今
年
度
で
あ
る

程
度
の
用
地
の
メ
ド
が
つ
け

ば
、
来
年
度
は
用
地
取
得
、
あ

る
い
は
建
設
計
画
設
計
、
実
地

設
計
と
い
う
ふ
う
に
進
め
、
平

成
十
五
年
開
館
で
き
る
よ
う
に

今
、
努
力
中
で
す
。

町　
内　
に　
は　
多　
く　
の　
芸　
能　
家　

が　
い　
ら　
っ　
し　
ゃ　
る　
が　
舞　
台　

発　
表　
を　
す　
る　
場　
所　
が　
な　
い　
た　

め　
、　
町　
外　
の　
ホ　
ー　
ル　
・　
市　
民　
会　

館　
等　
を　
利　
用　
し　
て　
発　
表　
の　
場　
に　

し　
て　
い　
る　
。　
中　
央　
公　
民　
館　
は　
町　

民　
の　
ニ　
ー　
ズ　
に　
対　
応　
で　
き　
て　
い　

る　
か　
。　
図　
書　
館　
と　
の　
複　
合　
施　
設　

と　
し　
て　
の　
可　
能　
性　
は　
な　
い　
か　
。　

町
長
　
音　
響　
の　
問　
題　
・　
ス　
ペ　
ー　

ス　
の　
問　
題　
・　
客　
席　
の　
問　
題　
い　
ろ　

ん　
な　
課　
題　
が　
あ　
り　
、　
文　
化　
ホ　
ー　

ル　
の　
必　
要　
性　
を　
痛　
感　
し　
て　
い　
る　

が　
。　
優　
先　
す　
べ　
き　
事　
項　
も　
あ　
っ　

て　
す　
ぐ　
着　
手　
と　
い　
う　
の　
は　
厳　
し　

い　
。　
複　
合　
施　
設　
に　
つ　
い　
て　
も　
基　

本　
計　
画　
の　
中　
で　
好　
ま　
し　
く　
な　
い　

と　
の　
方　
向　
性　
が　
出　
て　
い　
る　
。　
併　

設　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
あ　
れ　
ば　
可　
能　

と　
思　
う　
が　
、　同　
時　
に　
建　
設　
と　
い　
う　

こ　
と　
は　
現　
時　
点　
で　
は　
厳　
し　
い　
。　

坂
田
児
童
館
に
太
陽
光

発
電
を

q
環　
境　
貢　
献　
効　
果　
w
地　
域　

貢　
献　
・　
子　
供　
達　
へ　
の　
教　
育　

効　
果　
と　
環　
境　
マ　
イ　
ン　
ド　
の　
拡　
大　

e
経　
済　
効　
果　
の　
導　
入　
メ　
リ　
ッ　
ト　

が　
あ　
り　
是　
非　
、　
坂　
田　
児　
童　
館　
に　

太　
陽　
光　
発　
電　
の　
導　
入　
を　
。　

福
祉
課
長
　
今
の
段
階
で
は
大

き
な
面
積
も
必
要
、
天
候
に
も

影
響
さ
れ
る
為
、
導
入
を
考
え

て
な
い
が
既
設
の
分
野
に
も
導

入
は
可
能
な
の
で
今
後
、
内
部

で
も
検
討
し
て
み
た
い
。

各
種
審
議
員
に
も
っ
と

町
民
参
画
の
枠
を

各　
種　
審　
議　
会　
に　
、　
広　
く　
町　

民　
を　
参　
画　
さ　
せ　
る　
意　
味　
で　

議　
会　
か　
ら　
の　
委　
員　
を　
減　
ら　
し　
、　

各　
種　
団　
体　
か　
ら　
の　
委　
員　
、　
一　
般　

公　
募　
の　
枠　
を　
広　
げ　
、　
よ　
り　
多　
く　

の　
町　
民　
に　
町　
政　
に　
参　
画　
さ　
せ　
ら　

れ　
な　
い　
も　
の　
か　
。　

総　
務　
課　
主　
幹　
　　
法　
的　
規　
制　
を　
除　

き　
、　
可　
能　
な　
限　
り　
議　
員　
・　
職　
員　

は　
遠　
慮　
し　
て　
も　
ら　
っ　
て　
、　
公　
募　

な　
り　
、　
広　
く　
町　
民　
の　
意　
見　
を　
聞　

く　
か　
た　
ち　
で　
取　
り　
組　
み　
た　
い
。
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こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

◇
学
校
教
育
の
充
実
を

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

◇
安
全
で
住
み
良
い
生
活
環
境
の
整

備
に
つ
い
て

◇
畜
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

◇
選
挙
投
票
日
の
日
程
設
定
に
つ
い

て
◇
介
護
保
険
の
認
定
取
消
に
つ
い
て

西 原 町 議 会 だ よ り 第 ５ 号 （12）

一
、
こ
の
区
画
整
理
事

業
で
、
合
意
が
得
ら
れ

て
な
い
場
所
は
何
ケ
所
か
、
現

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

二
、こ
の
事
業
区
域
内
の
歴
史
、

児
童
、
緑
地
公
園
等
の
現
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

区
画
整
理
課
長
　
地
権
者
の
同

意
が
得
ら
れ
て
な
い
場
所
は
国

道
二
九
号
線
沿
道
で
上
原
に
三

ケ
所
、
同
意
の
得
ら
れ
て
な
い

現
況
で
す
が
、
一
、
二
、
四
、

五
、
七
街
区
で
中
古
車
販
売
業
、

十
七
、
四
二
街
区
で
そ
れ
ぞ
れ

住
宅
で
す
。
工
事
で
平
成
一
三

年
度
、
精
算
金
の
徴
収
等
は
平

成
十
六
年
度
を
目
処
に
し
て
い

る
が
、
交
渉
で
平
行
線
の
現
況

で
す
の
で
、
厳
し
い
面
も
あ
ろ

う
か
と
考
え
る
。

都
市
計
画
課
長
　
終
了
し
た
公

園
は
高
台
公
園
、
未
整
備
は
歴

史
、
街
区
公
園
で
五
ヶ
所
、
都

市
緑
地
で
六
ケ
所
、
一
万
五
千

二
百
平
米
、
平
成
十
四
年
度
か

ら
手
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

上
原
高
台
公
園
の
安
全
管
理

及
び
駐
車
場
整
備
に
つ
い
て

公　
園　
は　
町　
内　
外　
か　
ら　
の　
人　

出　
で　
賑　
わ　
っ　
て　
い　
る　
が　
、　

違　
法　
駐　
車　
が　
増　
え　
交　
通　
混　
雑　
を　

起　
こ　
し　
て　
い　
る　
が　
、　
町　
は　
交　
通　

緩　
和　
は　
図　
れ　
な　
い　
か　
。　
又　
安　
全　

確　
保　
の　
面　
か　
ら　
、　
公　
園　
の　
西　
側　

（　
琉　
大　
病　
院　
側　
）　
に　
あ　
る　
所　
有　
地　

を　
利　
用　
し　
て　
駐　
車　
場　
の　
整　
備　
は　

図　
れ　
な　
い　
か　
お　
伺　
い　
し　
ま　
す　
。　

町
長
　
駐
車
禁
止
の
表
示
を

し
、
い
き
な
り
警
察
取
り
締
ま

り
と
な
る
と
、
地
域
の
皆
さ
ん

も
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
当
面

は
指
導
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
町
有
地
を
利
用
し
て

駐
車
場
の
確
保
を
図
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
こ
の
事
に
つ
い
て
は
自
治

会
と
も
、
管
理
、
使
用
方
法
等

に
つ
い
て
十
分
詰
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ん　
。　
管　
理　
職　
と　
し　
て　
望　
ま　
し　
い　

資　
質　
が　
問　
わ　
れ　
る　
わ　
け　
で　
あ　

り　
、　指　
導　
力　
、　責　
任　
感　
、　人　
間　
性　
、　

あ　
る　
い　
は　
倫　
理　
性　
等　
そ　
う　
い　
う　

も　
の　
を　
総　
体　
的　
、　
総　
合　
的　
に　
判　

断　
し　
て　
登　
用　
し　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

人
材
育
成
会
の
財
務
の

運
用
に
つ
い
て

町　
人　
材　
育　
成　
会　
か　
ら　
奨　
学　

金　
の　
貸　
与　
を　
受　
け　
な　
が　
ら　

そ　
の　
返　
還　
が　
滞　
っ　
て　
い　
る　
の　
は　

大　
き　
な　
問　
題　
で　
あ　
り　
、　
今　
後　
の　

運　
営　
に　
支　
障　
を　
来　
た　
す　
お　
そ　
れ　

が　
あ　
る　
。　
こ　
れ　
ま　
で　
当　
会　
に　
投　

入　
さ　
れ　
た　
金　
額　
と　
滞　
納　
者　
数　
と　

そ　
の　
金　
額　
及　
び　
今　
後　
の　
改　
善　
策　

を　
伺　
い　
た　
い　
。　

教
育
長
　
人
材
育
成
会
に
繰
り

入
れ
ら
れ
た
総
貸
与
額
は
九
、

九
一
二
万
九
、
五
○
○
円
で
あ

り
、
償
還
済
が
一
、
七
四
○
万

五
、
五
○
○
円
で
す
。
完
納
し

た
方
が
一
五
名
で
そ
の
金
額
は

九
八
九
万
五
○
○
円
で
す
。
全

く
償
還
さ
れ
て
い
な
い
人
は
三

○
名
で
そ
の
金
額
は
一
、
三
二

七
万
九
○
○
○
円
で
す
。
未
納

者
に
つ
い
て
は
個
別
に
自
宅
を

訪
問
し
て
徴
収
し
て
お
り
ま

す
。
未
納
者
の
多
く
が
本
土
に

転
出
し
て
お
り
、
そ
こ
が
一
番

大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

町
に
於
て
も
既
に
地
方

分
権
に
よ
る
条
例
も
制

定　
さ　
れ　
ま　
た　
来　
た　
る　
九　
月　
に　
は　

情　
報　
公　
開　
も　
予　
定　
さ　
れ　
る　
中　

で　
、　
職　
員　
の　
従　
来　
の　
考　
え　
方　
で　

町　
民　
の　
ニ　
ー　
ズ　
に　
対　
応　
で　
き　
る　

の　
か　
、　
ま　
た　
住　
民　
の　
奉　
仕　
者　
と　

し　
て　
職　
員　
自　
ら　
考　
え　
、　
創　
造　
し　

行　
動　
し　
て　
い　
か　
な　
け　
れ　
ば　
な　
り　

ま　
せ　
ん　
。　
こ　
れ　
ま　
で　
職　
員　
の　
資　

質　
の　
向　
上　
に　
ど　
の　
よ　
う　
な　
こ　
と　

が　
な　
さ　
れ　
ま　
た　
今　
後　
ど　
の　
よ　
う　

な　
計　
画　
が　
あ　
る　
の　
か　
伺　
い　
た　

い　
。　

総
務
課
主
幹
　
今　
後　
の　
町　
づ　
く　

り　
に　
つ　
い　
て　
は　
職　
員　
の　
資　
質　
の　

問　
題　
が　
問　
わ　
れ　
て　
く　
る　
と　
思　
い　

ま　
す　
。　
六　
月　
に　
は　
係　
長　
以　
上　
の　

皆　
さ　
ん　
に　
情　
報　
公　
開　
と　
個　
人　
情　

報　
保　
護　
条　
例　
に　
つ　
い　
て　
詳　
し　
い　

説　
明　
会　
を　
持　
っ　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

最　
も　
大　
事　
な　
の　
は　
直　
接　
職　

務　
に　
従　
事　
す　
る　
職　
員　
の　
教　

育　
が　
大　
事　
で　
あ　
っ　
て　
只　
今　
の　
答　

弁　
で　
は　
抽　
象　
的　
な　
表　
現　
に　
な　
っ　

て　
お　
り　
、　
よ　
り　
具　
体　
的　
に　
お　
聞　

か　
せ　
願　
い　
た　
い　
。　

総
務
課
主
幹
　
職
員
研
修
と

し
て
、
毎
年
や
っ
て
お
り
ま
す

自
治
研
修
、
あ
る
い
は
市
町
村

ア
カ
デ
ミ
ー
等
へ
の
研
修
所
派

遣
を
や
っ
て
来
て
お
り
、
ま
た

町
独
自
の
職
場
研
修
と
し
て
パ

ソ
コ
ン
研
修
も
や
っ
て
お
り
ま

す
。
職
員
自
身
の
自
ら
磨
く
と

い
う
観
点
か
ら
し
ま
す
と
自
己

啓
発
に
よ
る
自
己
研
修
に
つ
い

て
ま
だ
十
分
に
検
討
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

公　
務　
員　
の　
政　
策　
形　
成　
能　
力　

が　
言　
わ　
れ　
る　
中　
で　
従　
来　
の　

終　
身　
雇　
用　
や　
年　
功　
序　
列　
を　
基　
本　

に　
し　
た　
人　
事　
が　
な　
さ　
れ　
て　
来　
た　

と　
思　
い　
ま　
す　
。　
係　
長　
あ　
る　
い　
は　

課　
長　
等　
に　
登　
用　
す　
る　
場　
合　
に　
ど　

の　
よ　
う　
な　
評　
価　
に　
基　
づ　
い　
て　
そ　

れ　
が　
な　
さ　
れ　
た　
の　
か　
伺　
い　
た　

い　
。　

助
役
　
係　
長　
や　
課　
長　
等　
へ　
の　
登　

用　
に　
あ　
た　
っ　
て　
は　
年　
齢　
や　
経　
験　

年　
数　
等　
も　
非　
常　
に　
重　
要　
な　
判　
断　

材　
料　
で　
あ　
り　
ま　
す　
が　
一　
概　
に　
そ　

れ　
だ　
け　
で　
は　
決　
め　
ら　
れ　
ま　
せ　

2000（平成12年）９月１日発行

環
境
保
全
に
つ
い
て

南
伸
自
動
車
道
沿
い
の
騒

音
等
環
境
測
定
調
査
は
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。

健　
康　
衛　
生　
課　
長　
　　
当　
初　
五　
月　
中　

旬　
を　
予　
定　
し　
て　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　

サ　
ミ　
ッ　
ト　
期　
間　
中　
は　
警　
備　
の　
関　

係　
で　
で　
き　
な　
く　
な　
り　
、　
終　
了　
後　

に　
、　
町　
が　
測　
定　
し　
、　
そ　
の　
結　
果　

に　
基　
づ　
い　
て　
道　
路　
公　
団　
に　
は　
再　

度　
お　
願　
い　
す　
る　
段　
取　
り　
に　
な　
っ　

て　
い　
ま　
す　
。　

基
地
撤
去
・
整
理
縮
小

に
つ
い
て

六　
月　
の　
県　
議　
選　
に　
於　
い　

て　
、　
基　
地　
容　
認　
の　
議　
員　
が　

過　
去　
最　
大　
過　
半　
数　
（　
四　
八　
の　
う　

ち　
三　
○　
）　
当　
選　
は　
、　
基　
地　
撤　
去　
、　

整　
理　
縮　
小　
運　
動　
に　
ブ　
レ　
ー　
キ　
に　

な　
ら　
な　
い　
か　
伺　
い　
ま　
す　
。　

町
長
　
三
○
対
十
八
で
県
内
移

設
を
推
進
す
る
皆
さ
ん
が
圧
倒

的
だ
が
、
六
月
二
五
日
の
衆
議

院
選
の
結
果
で
は
、
議
員
数
は

基
地
容
認
が
多
い
が
、
票
数
か

ら
見
ま
す
と
、
基
地
の
整
理
縮

小
、
し
か
も
県
外
移
設
が
多
い

の
で
、
県
政
も
県
民
の
意
思
を

踏
ま
え
て
の
行
政
執
行
に
な
る

だ
ろ
う
し
、
必
ず
し
も
ス
ト
レ

ー
ト
に
そ
の
結
果
ど
う
り
に
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

問問

問

問

問問

問

小川　孝　議員

屋良朝英　議員


